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１．2026 年３月期中間期の業績（2025 年４月１日～2025 年９月 30 日） 

（１）経営成績                                                         （％表示は対前年中間期増減率）   

 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2026 年３月期中間期 3,682 20.4 126 △25.7 136 △23.2 88 △24.3 

2025 年３月期中間期 3,059 － 169 － 178 － 116 － 
 

 
１株当たり 

中間純利益 

潜在株式調整後 

１株当たり 

中間純利益 

 円   銭 円   銭 

2026 年３月期中間期 44.11 － 

2025 年３月期中間期 58.23 － 

（注1） 潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

（注2） 当社は、2024 年６月 28 日付で普通株式１株につき 10,000 株の割合で株式分割を行っております。そのため、前

事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり中間純利益を算定しております。 

（注3） 当社は、2024 年３月期中間期においては、中間財務諸表を作成していないため、2025 年３月期中間期の対前年中

間期増減率については記載しておりません。 

 

（２）財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

2026 年３月期中間期 1,937 603 31.1 

2025 年３月期 1,673 515 30.8 

（参考）自己資本       2026 年３月期中間期 603 百万円   2025 年３月期 515 百万円 
（注）当社は、2024 年６月 28 日付で普通株式１株につき 10,000 株の割合で株式分割を行っております。そのため、前事業

年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり純資産を算定しております。 

  

２．配当の状況 
 

 

 

 

 

 

 
（注１）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

（注２）2026 年３月期の期末及び合計の配当金額は未定であります。 

 

 

 

 

 
年間配当金 

中間期末 期末 合計 

 円   銭 円   銭 円   銭 

2025 年３月期 - 0.00 0.00 

2026 年３月期 0.00   

2026 年３月期(予想)  - - 



３．2026 年３月期の業績予想（2025 年４月１日～2026 年３月 31 日）          （％表示は対前年同期増減率） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭 

通  期 6,962 18.0 134 △25.7 151 △21.6 97 △27.0 48.83 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有 

 

※ 注記事項 

（１）中間財務諸表の作成に特有の会計処理及び簡便な会計処理の適用：無 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無 

②  ①以外の会計方針の変更 ：無 

③  会計上の見積りの変更 ：無 

④  修正再表示 ：無 

 
 
（３）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数 

(自己株式を含む) 
2026 年３月期中間期 2,000,000 株 2025 年３月期 2,000,000 株 

② 期末自己株式数 2026 年３月期中間期 -株 2025 年３月期 -株 

③ 期中平均株式数（中間期） 2026 年３月期中間期 2,000,000 株 2025 年３月期中間期 2,000,000 株 

（注）当社は、2024 年６月 28 日付で普通株式１株につき 10,000 株の割合で株式分割を行っております。そのた

め、前事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、2025 年３月期中間期の期中平均株式数を算定

しております。 

 

※ 中間決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありま

せん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる場合があります。 
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１．当中間決算に関する定性的情報 
（１）経営成績に関する説明 

当中間会計期間（2025 年４月１日から 2025 年９月 30 日まで）におけるわが国経済は、堅調な企業

収益を背景に所得環境改善等の回復基調が見られたものの、米国の政策動向など地政学的リスクがグ

ローバル経済の不確実性を高めていることに加え、長引く円安や実質賃金の伸び悩み等国内経済の懸

念材料は多く、依然として景気の先行きは不透明な状況で推移しました。 

デジタル広告分野では、企業によるオンラインでの情報発信や販売促進活動が引き続き活発に行わ

れており、消費者の購買行動や情報収集の多様化に対応した価値提供が求められております。 

このような環境のもと、ユーザーの利便性や信頼性を高めるため、コンテンツの改善、データ活用

の高度化を進めるとともに、クライアントとの連携を深めることで、安定的な成長基盤の確立を目指

して参りました。 

これらの結果、当中間会計期間の経営成績につきましては、売上高は 3,682 百万円(前年同期比

20.4％増)、営業利益は 126 百万円(前年同期比 25.7％減)、経常利益は 136 百万円(前年同期比 23.2％

減)、中間純利益は 88 百万円(前年同期比 24.3％減)となりました。 

 
（注）当社は「メディア事業」のみの単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省略しております。 

 

（２）財政状態に関する説明 

   ①  資産、負債及び純資産の状況 

（流動資産） 

当中間会計期間末における流動資産の残高は 1,916 百万円で、前事業年度末に比べ 262 百万円増加

しております。現金及び預金の増加 162 百万円、売掛金の増加 107 百万円が主な変動要因でありま

す。 

（固定資産） 

当中間会計期間末における固定資産の残高は 21 百万円で、前事業年度末に比べ 1 百万円増加してお

ります。繰延税金資産の増加 1 百万円が主な変動要因であります。 

（流動負債） 

当中間会計期間末における流動負債の残高は 1,334 百万円で、前事業年度末に比べ 175 百万円増加

しております。買掛金の増加 160 百万円、未払法人税等の増加 16 百万円が主な変動要因であります。 

（固定負債） 

当中間会計期間末における固定負債はありません。 

（純資産） 

当中間会計期間末における純資産の残高は 603 百万円で、前事業年度末に比べ 88 百万円増加してお

ります。当中間会計期間の中間純利益の計上による利益剰余金の増加 88 百万円がその変動要因であり

ます。 

 

   ②  当期のキャッシュ・フローの状況 

当中間会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)の残高は 677 百万円(前事業年

度末比 137 百万円減少)となりました。各キャッシュ・フローの状況とその主な要因は以下の通りであ

ります。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動の結果獲得した資金は 163 百万円となりました。資金の主な増加項目は税引前中間純利益

の計上 136 百万円、仕入債務の増加額 160 百万円、資金の主な減少項目は売上債権の増加額 107 百万

円、法人税等の支払額 33 百万円によるものであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動の結果使用した資金は 301 百万円となりました。主な減少要因は定期預金の預入による支

出 300 百万円等によるものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

当中間会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローはありません。 
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

業績予想につきましては、業績が堅調に推移しており、販管費の最適化によるコスト削減効果も見

込めるため、当初予想を上回る見通しであることから、通期の業績予想を修正いたしました。 

詳細につきましては、本日（2025 年 11 月 14 日）公表いたしました「業績予想の修正に関するお知

らせ」をご参照ください。 
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２．中間財務諸表及び主な注記  
（１）中間貸借対照表 

(単位：千円) 
 

        
前事業年度 

(2025 年３月 31 日) 

当中間会計期間 

(2025 年９月 30 日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 815,373 977,518 
  売掛金 797,869 905,832 
  前払費用 5,824 5,760 
    その他 34,491 27,066 

  流動資産合計 1,653,558 1,916,177 

 固定資産   
  有形固定資産   
   工具、器具及び備品（純額） 1,229 1,841 

      有形固定資産合計 1,229 1,841 

    無形固定資産     

   ソフトウエア 3,546 3,166 

   無形固定資産合計 3,546 3,166 

  投資その他の資産  

   長期前払費用 3,650 3,500 
   繰延税金資産 11,785 13,014 

      投資その他の資産合計 15,435 16,514 

    固定資産合計 20,211 21,522 

  資産合計 1,673,769 1,937,700 

 

負債の部     

  流動負債     

    買掛金 1,041,157 1,201,969 
  未払金 12,356 7,222 
    未払費用 18,218 19,138 
  未払法人税等 37,950 54,583 
  預り金 4,978 4,844 
  賞与引当金 23,460 21,995 
  その他 20,527 24,609 

    流動負債合計 1,158,648 1,334,364 

  負債合計 1,158,648 1,334,364 

純資産の部   

  株主資本   

    資本金 10,000 10,000 

    利益剰余金   

   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 505,121 593,335 

      利益剰余金合計 505,121 593,335 

    株主資本合計 515,121 603,335 

  純資産合計 515,121 603,335 

負債純資産合計 1,673,769 1,937,700 
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（２）中間損益計算書 
(単位：千円) 

     
前中間会計期間 

(自 2024 年４月１日 

 至 2024 年９月 30 日) 

当中間会計期間 

(自 2025 年４月１日 

 至 2025 年９月 30 日) 

売上高 3,059,521 3,682,784 

売上原価 2,644,352 3,303,930 

売上総利益 415,168 378,854 

販売費及び一般管理費 245,449 252,738 

営業利益 169,719 126,115 

営業外収益 
    

  
受取利息 101 869 

 
ポイント還元収入 11,301 9,917 

  
その他 771 42 

  
営業外収益合計 12,174 10,829 

営業外費用 
  

  
支払利息 550 - 

 
上場関連費用 3,000 - 

 
営業外費用合計 3,550 - 

経常利益 178,343 136,945 

税引前中間純利益 178,343 136,945 

法人税、住民税及び事業税 73,015 49,959 

法人税等調整額 △11,139 △1,229 

法人税等合計 61,875 48,730 

中間純利益 116,467 88,214 
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（３）中間キャッシュ・フロー計算書 
  (単位：千円)      

前中間会計期間 

(自 2024 年４月１日 

 至 2024 年９月 30 日) 

当中間会計期間 

(自 2025 年４月１日 

 至 2025 年９月 30 日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー 
    

  
税引前中間純利益 178,343 136,945 

  
減価償却費 554 843 

 
長期前払費用償却 150 150 

  
賞与引当金の増減額（△は減少） 4,268 △1,464 

  
受取利息 △101 △869 

 
支払利息 550 - 

 
売上債権の増減額（△は増加） 94,668 △107,963 

 
仕入債務の増減額（△は減少） 96,357 160,812 

 
未払金の増減額（△は減少） 1,746 △5,134 

 
未払費用の増減額（△は減少） △1,408 920 

 
未払消費税等の増減額（△は減少） 14,724 4,082 

  
その他 8,340 7,354 

  
小計 398,194 195,677 

  
利息の受取額 101 869 

  
利息の支払額 △605 - 

  
法人税等の支払額 △15,342 △33,327 

  
営業活動によるキャッシュ・フロー 382,348 163,219 

投資活動によるキャッシュ・フロー 
  

  
有形固定資産の取得による支出 △712 △1,075 

 
定期預金の預入による支出 - △300,000 

 
出資金の回収による収入 10 - 

 
敷金及び保証金の回収による収入 114 - 

 
保険積立金の解約による収入 8,000 - 

 
投資活動によるキャッシュ・フロー 7,411 △301,075 

財務活動によるキャッシュ・フロー   
 

長期借入金の返済による支出 △54,319 - 
 

財務活動によるキャッシュ・フロー △54,319 - 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 335,441 △137,855 

現金及び現金同等物の期首残高 545,200 815,373 

現金及び現金同等物の中間期末残高 880,641 677,518 
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（４）中間財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。  

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。  

 

 


